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三井不動産株式会社が発行するグリーンボンドへの投資について 

 

ＪＡ共済連（全国共済農業協同組合連合会、代表理事理事長：村山美彦）は三井不動産

株式会社が発行する「第９０回無担保社債（グリーンボンド）」（以下、本債券）に投資を

行いましたので、お知らせいたします。 

 
■本債券の概要 

本債券は、三井不動産の「グリーンファイナンスフレームワーク」に基づく取組みであ

り、同社のライフサイエンス・イノベーション推進事業のために発行されました。 
 

＜三井不動産の「グリーンファイナンスフレームワーク」について＞ 

  以下 URL（三井不動産 HP）をご参照ください。 

https://www.mitsuifudosan.co.jp/corporate/esg_csr/pdf/2024/GF_jpn.pdf  

＜三井不動産のライフサイエンス・イノベーション推進事業について＞ 

三井不動産は、事業領域拡大のための新産業創造を重要な戦略と位置づけています。ライフサイ

エンス領域では、スタートアップ企業や大学、病院、大手製薬会社などのキープレイヤーが、コラ

ボレーションを通じてお互いの知識・技術・資本を活かしながら、業界の枠を超えて研究開発を発

展させていくというエコシステムを、「コミュニティの構築」、「場の整備」、「資金の提供」を通じて

構築することで、ライフサイエンス領域におけるイノベーション創出を支援しています。 

＜詳細＞ 

発 行 体 三井不動産株式会社 

名 称 第９０回無担保社債（社債間限定同順位特約付）（グリーンボンド） 

償 還 期 間 １０年 

発 行 額 １８８億円 

本 会 投 資 額 １５０億円 

発 行 日 ２０２５年１０月１５日 

資 金 使 途 

全額を以下３物件への投資に係るリファイナンス資金として充当予定 
① 「三井リンクラボ新木場１」へのリファイナンス資金 
（DBJ Green Building 認証（４つ星）※1） 

② 「三井リンクラボ新木場２」へのリファイナンス資金 
（DBJ Green Building 認証（４つ星）） 

③ 「三井リンクラボ新木場３」へのリファイナンス資金 

（DBJ Green Building 認証（４つ星）） 

※１ 日本政策投資銀行（DBJ）が建物の環境性能や防災性、快適性、地域との共生などを総合的に評価する制度で、

４つ星は「極めて優れた環境・社会への配慮がなされた建物」に与えられる高評価です。 

この認証は５段階で構成されており、４つ星は上位水準に位置づけられています。 

N e w s  R e l e a s e 

https://www.mitsuifudosan.co.jp/corporate/esg_csr/pdf/2024/GF_jpn.pdf


 

■資金使途となる物件のサステナビリティに関する取組み事例 

三井リンクラボ 

新木場１ 

・「都心近接型」の賃貸ウェットラボとして、都心に集積する大学や

医療機関等、ライフサイエンス領域のキープレイヤーとの共同研究

や、シーズ※2の事業化および異業種企業とのコラボレーションを通

じて、研究開発のさらなるイノベーションの創出に寄与 

三井リンクラボ 

新木場２、３ 

・屋上の一部に太陽光発電を設置し、本施設の電力の一部に利用 

・「都心近接型」の賃貸ウェットラボとして、都心に集積する大学や

医療機関等、ライフサイエンス領域のキープレイヤーとの共同研究

や、シーズの事業化および異業種企業とのコラボレーションを通じ

て、研究開発のさらなるイノベーションの創出に寄与 

※２ 企業サイドが顧客に提供できる、商品の価値や強み 

 

＜共通機器室＞           ＜研究者のコンビニ「LINK Stock」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

研究用の消耗品・備品や試薬を、一点から販売。研究

機器のレンタル・実験機器校正サービスや、スタッフ

への相談コーナーも。 

共通機器室ラインナップ例 

・セルアナライザー 

・リアルタイム PCR 

・蛍光顕微鏡 等 

画像提供：三井不動産 



＜貢献が想定されるＳＤＧｓ目標＞ 

 

 

 

 

 

 

 

■本債券への投資の背景 

本会では、事業活動の積極的な取組みを通じて、豊かで安心して暮らすことのできる地

域社会づくりに貢献することを使命の一つに掲げております。 

資金運用においても、取り巻く環境変化を踏まえ、安定的な収益の確保を基本とするな

かで、「社会課題解決への貢献を図る債券の発行について発行体へのはたらきかけ」を継続

的に行っております。 

今般、三井不動産との協議を経て、本会の生命共済事業との親和性も高い、医療・健康・

生命科学の分野における新しい技術や価値の創出等を目的とする本債券に投資を行いまし

た。 

 

ＪＡ共済連は、農業と地域社会の持続的発展に貢献するとともに、地域社会を構成する

一員としての社会的役割を果たしていくため、資金運用における責任投資を進めてまいり

ます。 

 

以 上 

 


